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どい（中野小）

子ど忠の日

・子ど急のど自

4 長浜町豊年趾り（肱川中）

川上腿区小中学生角力大会（詞原）

川中）

ト）.'

川R.O(B) 

） 

II中）

゜
ド）

・局
3 1日第 75 

•······••........................ 

毎

年

、

つ

ゆ

の

た

め

、

愛

媛

-

ー
ロ
県
で
は
多
く
の
人
命
や
財
産
か
失
わ
れ
~

ご
い
ま
す
。

特
に
、
昨
年
六
月
の
長
雨
や
八
月
の
~

台
風
十
号
な
ど
風
水
害
の
た
め
、
五
百
[

億
円
匹
の
ほ
る
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
り

し
た
。こ

の
よ
う
な
被
害
を
最
少
限
に
と
ど
~

め
る
た
め
、
国
、
県
、
市
町
村
お
よ
び

i

各
公
共
機
関
が
そ
れ
ぞ
れ
防
災
計
画
を
[

立
て
、
防
災
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。
．

し
か
し
、
災
害
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
~

各
家
庭
の
乎
素
の
心
が
け
や
準
備
が
大
~

切
で
す
。

一
、
平
素
の
心
が
け
と
準
備

釦
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
気
象
情
[

報
や
防
災
上
の
注
意
皐
項
を
よ
く
・

閻
く
。

似
住
居
付
近
の
地
形
か
ら
み
て
、
ど
＇

の
よ
う
な
災
害
が
起
る
か
を
よ
く
[

安
全
な
迪
扉
場
所
お
よ
び
~

確
認
し
て
お
く
。

ト

[

備
え
て
、

風
水
害
に
そ
な
え
て

ラ
ン
ジ
ス
ク
ー
ラ
ジ
オ
を
準
備
す

る。

釦
家
族
各
人
の
氏
名
票
を
作
っ
て
お
．

く
。
（
住
所
、
本
籍
、
氏
名
、
年
[

令
、
血
液
型
を
記
入
し
た
も
の
で
~

水
に
濡
れ
て
も
よ
い
忠
の
）

一
、
災
害
の
起
る
お
そ
れ
が
み
ら
れ
た
~

ら。

防

の

近

く

に

住

ん

で

い

『

る
人
は
、
川
や
海
の
水
か
さ
に
注
[

怠
す
る
。

切
大
雨
が
続
く
と
が
け
く
づ
れ
の
危
[

険
が
あ
る
の
で
注
意
す
る
。
．

切
没
水
の
お
そ
れ
の
あ
る
地
域
は
、
．

家

や

二

階

へ

移

風

が

お

そ

れ

の

あ

る

時

は

屋
根
の
カ
ワ
ラ
や
ト
ク
ン
が
は
ぎ

と

ら

れ

な

い

よ

う

を

し

、

窓

て

側
避
難
に
備
え

な
ど
に
入
れ
て

の
食
糧
と
飲
料
水

、
避
難
す
る
時
の
注
意

釦
富
気
、
ガ
ス
な
ど
の
火
の

戸
締
り
を
確
実
に
す
る
。

仰
老
人
、
子
ど
忠
、
病
人
、

ー

毎

月

十

五

日

ー

|

日

（
ダ
ム
管

こ

の

よ

う

に

ダ

ム

か

ら

水

す

の

は
、
大
雨
が
降
り
洪
水
匠
な
っ
た
時
ば
ご

か

り

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

[

ダ
ム
か
ら
水
を
流
す
場
合
に
は
、
必
．

ず
サ
イ
レ
ン
を
五
つ
た
ら
し
ま
す
。
ま
[

た
警
報
車
が
廻
っ
て
お
知
ら
せ
も
し
吉

チ
ノ
。
こ
の
時
は
、
肱
川
の
水
に
ふ

；
ん
ま
す
。

[
今
年
も
肱
川
て
水
の
皐

い
よ
う
、
皆
さ
ん
の
一
層

よ
く
考
え
て
み
る
と
、
私
た
ち
の
周
玉
｝
い
し

辺
に
は
、
国
、
地
方
を
問
わ
ず
、
行
政
~

上
の
側
題
、
納
得
の
い
か
な
い
こ
と
、
~

又
新
し
く
や
っ
て
欲
し
い
こ
と
か
た
＜
~

さ
ん
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取

員
で
す
。
毎
月

い
て
相
談
日
が

ど
な
た
で

い。

をな

一、
0

レJ

呑
U

•
六
月

・
午
後

0

と
こ
る

・
公
民

一、

p
 あ

や
、
[

＜
 

こ
＇
毛
地
造
成
の
作
業
中
に
ど
が

i

[
電
線
に
接
触
し
ャ
ダ
ン
プ
カ
ー
や
[

ジ
ル
ト
ー
ザ
ー
が
引
掛

~
t
)
,

雷
工
苧
只

5

恥
＂

七
月
十
六
日

午
後
，
一
時
ー
三

お

ら

鹿
野
川
ダ
ム
の

放
流
に
つ
い
て

る
よ
う

り

て

線

路

害
者
、
妊
節
婦
の
い
る

了
き
て
お
り
ま
す
。

め
匹
避
難
す
る
。

~
こ
の
よ
う
な
』
な
~
．
．
＂

即
家
族
そ
る
っ
て
、
消
防
~

言
他
防
災
俣
係
者
の
指
示
忙
従
i

[

っ

て

、

一

般

こ

工

場

な

ど

に

大

[

ぃ

三

こ

迷

惑

を

か

1

、
最
悪
の
雙
門
例
年
、
六
月
を
迎
え
る
と
、
幼
児
を

っ
て
避
難
す
る
。

い

ま

わ

り

道

で

心

最

忠

安

全

な

}

[

肱

川

は

、

で

冷

な

川

口

は

作

業

員

や

一

加

の

方

々

が

感

電

□中
心
と
し
た
子
ど
も
の
水
の
事
故
が
目

を

え

ら

ん

で

避

難

す

る

し

二

で

、

水

は

美

し

く

水

の

で

、

さ

れ

る

危

険

が

夕

あ

り

ま

す

。

＼

た

っ

属

類

心

数

多

く

い

ま

す

°

[

従

っ

て

配

電

炉

く

で

建

築

工

事

i

研

雨
シ
ー
ズ
ン
~
肱
川
沿
い
の
皆
さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら
：
土
木
工
串
、
樹
十
採
な
ど
さ
れ
る
．
の
王

水
泳
匠
、
魚
と
り
に
、
肱
川
の
水
に
親
場
合
は
必
ず
四
甲
ま
で
こ
述
絡
下
人
4

と
こ
る
を
点
検
／
し
し
ま
れ
る
シ
ー
ズ
ン
で
す
が
、
ま
た
、
~
さ
い
。
の
国

た
て
て
お
き
ま
し
よ
う

0

:
 

~
水
の
ジ
ー
ズ
ン
で
危
あ
り
ま
す
。
．
ご
相
談
の
う
え
汝
防
護
処
置
を
い
、
やI

l
l

i

鹿

の

川

ダ

ム

は

、

肱

川

下

流

の

平

野

」

た

し

ま

す

。

す

[

'
を
洪
水
よ
り
守
る
た
め
匠
造
ら
れ
た

i

尚
、
「
電
線
が
切
れ
て
い
る
」
「
電
守
っ

・

ふ

の

で

す

。

：

認

か

ら

火

か

出

た

」

「

電

恕

に

物

が

か

＇

は

、

ダ
ム
の
大
き
な
貯
水
地
を
利
用
し
て
；
か
っ
て
い
る
」
「
電
紛
か
ら
大
含
な
音
[
―

ム
に
入
っ
て
く
る
洪
水
を
調
節
し
て
、
．
が
し
柱
が
倒
れ
か
か
っ
て
い

ム
i

翡

を

出

来

る

だ

け

小

さ

く

し

、

ん

で

梱

で

す

か

ら

[

ぶ
盲
―
れ
た
と
き
は
[

'

0

 

す

め

忙

は

、

ダ

ム

の

水

カ

へ

報

下

さ

’

、

°

.

っ

て

は

、

大

雨

の

降

き

ま

停

霞

の

十

↓

を

放

洗

す

る

場

合

が

す

し

た

万

一

店

査

か

な

り

、

JEr

れ

ま

で

、

何

ハ

い

い

ま

す

。

（

四

電

力

）

な
ど

人
工
呼

仰

野

つ

貯

水

そ

う

の
危
阪
力
所
を
地
城
ぐ
る
み
で
点

検
し
、
フ
ク
や
サ
ク
を
つ
け
る
。

不
用
な
心
の
は
埋
め
た
て
る
。

伽
泳
げ
な
い
者
だ
け
で
、
ボ
ー
ト
迦

び
や
イ
カ
タ
遊
び
を
さ
せ
た
い
。

山
川
や
池
な
ど
で
、
危
険
な
遊
び
を

し
て
い
る
子
ど
忠
を
見
か
け
た
時

は
、
そ
の
場
で
注
意
し
て
や
め
さ

せ
る
。

向
万
一
に
そ
な
え
て
、

積
極
的
忙
参
加
し
、

を
身
に
つ
け
る
。

~
二
、印

危
険
な
区
城
に
は
水
泳
禁
止
の
立

て
札
を
子
ど
も
匠
よ
く
わ
か
る
よ

う
数
多
く
立
て
る
。

仰
救
命
具
な
ど
は
、
常
に
よ
く
点
検

し
て
姦
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
救

上
安
全
法
な
ど
を
よ
く

技
術
の
向
上
如
つ
と
め

る。 (

J

 

l
J
o
 

か
ら

ろ

う

ど
も



□
:
 

i

こ
ど
も
の
糖
尿
病

塘
尿
病
と
い
え
ば
中
年
す
ぎ
の
人

の
病
気
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
ま
し

•
た
が
、
最
近
は
子
供
に
も
ふ
え
て
問

一
鼈
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

―
糖
尿
病
に
か
き
ら
ず
、
ぜ
ん
そ
く
、
．

一
神
経
疾
患
、
じ
ん
臓
病
な
ど
お
と
な

と
あ
主
り
変
わ
ら
な
い
病
気
が
多
く
‘

一
な
っ
た
の
は
、
食
生
活
の
変
化
と
か
t
f

一
早
く
な
っ
て
き
た
子
供
の
成
熟
現
象

一
も
関
係
が
あ
ろ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

゜
す

一
と
こ
ろ
て
子
供
の
糖
尿
病
の
こ
と

二
L

す
が
、
お
と
た
に
く
ら
ぺ
て
重
症

ー
の
塙
合
が
多
い
の
で
庄
意
か
必
要
で

。
「

-

J

 
一
あ
ら
わ
れ
方
は
緩
慢
て
、
と
巻
に

丘
紋
年
も
表
面
に
で
て
こ
な
い
場
合

一
も
あ
り
ま
ナ
が

p

い
っ
た
ん
自
覚
症

i

状
が
で
て
き
た
と
巻
は
急
激
で

f

い

き
な
り
こ
ん
す
い
状
態
加
お
ち
い
る

一
こ
と
が
少
く
あ
り
ま
せ
ん
。
＇

一
家
族
忙
糖
限
病
患
者
が
い
た
り

f

あ
る
い
は
先
祖
や
r

親
類
忙
そ
う
い
＇

一
う
人
か
い
る
場
合
は

P

特
に
子
供
の

一
日
常
尻
注
意
し
r

定
期
的
忙
糖
尿
病

一
倹
産
を
受
け
た
い
心
の
で
す
。

＼
 

愛
媛
県
椎
茸
共
進
会
l'

間
催
さ
る

去
る
五
月
二
十
九
日
松
山
市
立
花
町

県
森
連
椎
茸
市
場
に
於
て
関
係
者
約
ー
~

九

0
0
名

出

廣

県

並

県

森

林

主

催

匠
よ
る
表
記
共
進
会
の
表
彰
式
と
椎
ー

茸
生
産
販
売
協
詔
会
の
統
会
並
忙
生
，
＇

産
者
大
会
が
開
催
さ
れ
r

盛
況
を
極

め
た
。
当
組
合
よ
り
箱
物
一
一
一
六
点

l

般
物
二
六
点
を
出
品
し
た
が
入
賞
者

院
の
通
り
で
あ
る
。

ど

ん

こ

一

等
二
等

道
田

村
田

肱川
惟茸

7

。

直
加

m

す

の

市
一
ー
月
21

誌

疇

フ

｀

言

ロ一価喜

日
一
の
一
'
-
ノ

ロ

一

そ

[

〇

[

三

三

芦

一

の

オ

引

4
:
」
ロ

□
〗
〗13
0
1

〗
二

し
表

m
m
 

_LO-60”

本

さ一

6
 

長

表

m

m

 

o
l
2
 

4
A
i
-

加

m

0
ー

2

3

3

 

20冗

n 
2.lm 

故忙
です。

訟箱材
2. 1加

未口 14置上
28円～35円

県森連椎茸共販売所に於ける相嶋

．． 
1

2

 

ウり―

◎ 

入札の月日

言
中値

S 4 6. 5.2 7 

香信 5,080円（快了）
冬茄3,890円

こ
う
し
ん

香信 3.058円

二

等

杉

本

金

次

郎

三

等

沖

野

ト

キ

子

11

沖

野

掌

一

奨

励

賞

沖

野

掌

一

中

本

良

一

沖

野

常

一

西

本

源

格

中

本

良

一

安値香信 1.480円

概要
今回は箱物共進会の出品物もあり，相場も持続，全般的の出吊物は中肉菜物主体で，品薄

と且切れの早さを見こして買気欲もあると予想される。

セロ系 3,500~る.000 大葉 4, 000 ~ 4, 700 

ドンコ 3, 000 ~ 3, 600 並ドンコ 2, 500 ~ 3, 000 

ニエバレ葉 2, 300 ~ 2, 500 1 

次回市 7月 7日です。 5日前位忙出荷して下さい。

中肉系

ジャミ

2, 700 ~ 3, 200 

1,800~2.印

7
 

月分 学校給食献立表 （予定）

日 ノく ン 生 乳 黄の食品 赤 r:z,,.食 品 みどりの食品 I 曜 でんぶん しぼう たんばく質 かいぷん•ビクミン
日 献 立 名 働く力や体温になる 血や肉や骨忙なる 体の調子をよくする

1 
はるさめの すもの

はるさめ油
あじ ちりめん

忙んじん キャペッ

木 澱粉 こ••ま‘ きゅうり わかめ
2 

厚あげのそぽろ煮
マロニー さとう 鶏ひき肉 厚あげ 匠んじん キャペッ

金 油 ちくわ グリンピース

5 
揚げそばのあんかけ

ー食そば 豚ひき肉 ちくわ
にんじんたまねぎ

月 油 キャペッ グ即ンヒ-沃

6 フルーツ白玉 小麦粉白玉粉 スモークミート みかんパイン もも

火 ゾーセージからあげ 油 脱粉 ヨーグルト 寒天 チェリーレーズン

7 
好き焼き風煮プリン

じゃがいも乙仕ゃく 呻 厚あげ たけのこ にんじん

水 マロニーさとう油 プリン たまねぎグリンヒ-ス

8 
ゆで卵みそしる

た ま ご 豆 腐 にんじん たまねぎ

木 油あげ キャペッ わかめ

9 カレーツチェー じゃが1^も 油
牛肉脱粉 にんじんたまねぎ

金 りんど 1/2 粉チーズ キャベッ ピース りんど I 
12 たまごうどん

うどん
矯肉たまご 忙んじんたまねぎ

月 チーズ てんぶら か主ぼこ ねぎ

13 ぜんざい 小麦粉白至粉 あずき りんご
火 くだもの さとう 脱粉 ， 

14 野菜サラダ じゃがいも スモークミート にんじん たまねぎ

水 OLCココア マヨネーズ 粉チーズ キャベッきゅうりみかん

15 ＠ うずら豆の甘煮 うどん油 うずら豆豚肉 忙んじん たまね智

野菜ゾテー さとう スモークミート キャベッ

木 〶 カレーうどん たまご グリンピース

16 a カレーうどん う ど ん 油 うずら豆豚肉 忙んじんたまねぎ

うずら豆の甘煮 さとう スモークミート キャペッ

金と 〶 野菜ソテー たまご グリンピーヌ

i9,, 焼きそば 花んじん たまねぎ

月 チーズ 中華そば油 豚肉 ちくわ キャペッ ネギ
20 親子煮

｀ 
じゃがいも 油 鶏肉 ちくわ にんじん

火 フルーツサワー さとう たまご キャベッ
21 冒・タ 白玉もちあペ,JII 白玉もち きな粉豆腐 にんじん キャペッ

水 みそしる さとう 油あげ わかめ

22 ホワイトッチュー じゃがいも 牛肉 にんじんだまねぎ

木 ぶどうバン 粉チーズ キャペッ グリンピーヌ

23 魚のタルクルソースカけ {!(_んじんたまねぎ

金 なし マヨネーズ 魚 さゅ 9り なし

CLOココア

2] きつねうどん
うどん 鴎肉 油あげ

にんじん キャベッ

I チーズ ねぎ



う
計
両
て
西
り
さ
す
の
て
、
子
牛
を
希
粒
剤
散
布
が
有
利
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
．
も
上
り
、
運
賃
も
別
妬
支
払
ゎ
七
月
隼
配
予
定
日

望
さ
れ
る
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
塁
協
迄
ぃ
お
配
り
し
て
お
り
ま
す
水
稲
防
除
暦
を
五
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。
●

-

6

-

□`゜u

れ

な

，

力

は

）

い

に

飲

迎

旦

且

旦

"
[
F
l

且
旦
旦
戸
□

口
□[
[
J
I
[

-

g

し
主
ナ
。
了
牛
の
体
璽
等
に
付
い
て
は
」
薬
使
用
で
農
槃
の
種
類
が
変

h
ま
し
た
。
玉
購
入
を
是
非
御
利
用
下
さ
い
0

:

七

月

八

日

木

大

谷

-criIOKl‘
閲

0
0
ー

程

良

迄

出

場
i

農

薬

は

使

う

前

に

必

ず

注

意

誓

を

良

・

＼

●

[

七

月

十

、

日

土

谷

口

-
[
l
1
1
'
i
|
|
|
．
-
|
|
|
」-

i
叩
紋
日
一

i
-
0
0
.丁

c

読

ん

で

間

違

い

な

い

様

忙

し

て

下

さ

い

。

．

七

月

予

約

推

進

品

目

・

七

月

十

三

日

火

月

野

オ

ヤ

プ

冨

速

脱

水

洗

濯

機

]

七

月

十

宜

日

木

宇

和

川

南

~
七
月
二
十
日
木
大
谷

―

―

-

―

ロ

ー

I

I

i

1

J廿
|
|
_
|
_
-

．

焼

炭

早

期

予

約

に

つ

い

て

]

ナ

イ

ヤ

ガ

ラ

号

・

-

店

r

5

炉

ー

一

一

一

菟

樹

の

絨

培

に

つ

い

て

i
 

化

ハ

今

年

の

煉

炭

供

給

見

透

し

は

、

非

常

に

一

九

II

七

0
0
円

七

月

二

十

四

日

土

谷

口

悪
い
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
近
年
全
．
ゼ
ネ
ラ
ル
扇
風
機

B
六

一

四

ハ

七

月

二

十

七

日

火

月

胄

オ

ヤ

プ

虎
鵡
散
布
公
害
防
止
筐
．
国
的
に
煉
炭
の
生
産
原
材
料
高
と
人
件
~
九

I
I八
0
0
円
・
七
月
二
十
九
日
木
宇
和
川
南

b

当
肱
川
間
は
｀
芥
樹
の
エ
酋
紅
気
候
本
当
り
一
五
円
和
良
仄
た
る
て
し
ょ
う
。

校
剤
を
便
ぢ
う
・
立
増
大
忙
と
も
な
い
減
産
で
反
面
需
要
こ
セ
ネ
ラ
ル
扇
風
機
B
F

六
―
―
―
―
~

門
土
と
心
に
適
し
て
お
り
：
菜
附
の
栽
苗
木
は
農
励
で
、
あ
っ
せ
ん
し
て
誓
＾

□
□エ
ロV

c
汀
な
う
／
／
〗
ロ
ロ

u
o□

1
0
□
□
`
[〗
`
□`口
〗
座
椅
子
式
＿
＿
―
／

I
I
O
O
O
m
o
[

？
[
〗
―

”
 

一

九

月

て

も

よ

く

、

ま

た

樹

令

の

大

き

い

足

崎

て

陀

宰

散

布

匠

も

煕

理

か

重

な

り

．

さ

れ

て

お

り

ま

す

。

醤

油

配

達

予

定

日

勝
て
あ
り
、
出
来
る
限
り
散
布
回
数
を
．
農
協
で
は
、
必
要
量
の
確
保
と
早
期
取
申
込
は

□
□0ロ
ロ
ロ[

L
/

／□
[
〗
[
ロ
ロ

□
罰
閂
〗
闊
＠
口

□
口

苗
は
六
月
て
も
よ
い
。

:
〗
（
〗
〗
〗
〗

□
4
8
5
6
2
]
9
8
3

一
口
〗
胃
｀
合
法
の
一
部
を
／
言
｀
“
口
汀
~

□い
（
〗
し
聟
さ
＝
＿

o七
ノ
チ
程□口
□
0
一
〗
〗
汀e三
□

｀
二
且
且
い
[
[
五

□

口
且
。
す
る
災
害
対

度
の
広
巾
の
植
え
み
そ
を
囲
り
、
あ
ら

□―
〗
,
〗8ー
6
6
°

昭
和
開
十
四
年
度
及
び
昭
和
四
十
蕊
正
す
る
法
律
案
は
継
続
審
譲
と
た
[
界
地
‘
消
費
者
対
策
の
強
化
ヽ
ぃ
情
こ
れ
は
ヽ
四
月
か
ら
五
月
に
か
け

か

じ

め

堆

閂

け

い

ふ

ん

等

を

施

し

て

圭

百

年

度

に

お

け

る

嬰

林

漁

業

団

っ

た

。

．

報

活

動

の

強

化

と

輸

入

対

策

な

ど

を

．

て

東

北

、

関

東

地

方

を

中

心

と

し

た

ー
体
職
員
共
済
組
合
法
の
規
定
に
~
・
五
降
霜
、
お
よ
び
低
温
な
ら
び
に
四
十

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
[
[
三
三
〗
[
[
ー
~
び
鸞
□

[
〗
[
出
国
出

土
と
混
合
し
て
お
く
。

す
る
。
植
付
賃
地
上
一
五
ー
ニ
〇
七
の
方
の
予
託
牛
外
で
ず
D

期
待
の
も
て

0

海
洋
水
産
資
浣
開
発
促
進
法
・
一
野
菜
特
別
調
査
団
が
報
告
—
一
と
り
あ
げ
、
思
い
き
っ
た
野
菜
対
策
円
滑
な
実
施
を
図
る
た
め
に
設
置
し

ン
チ
；
成
葉
宜

i
l
0枚
程
度
残
し
て
る
牛
だ
と
確
信
し
て
居
り
ま
す
。
現
在

0

漁

港

法

の

一

部

を

改

正

ず

る

法

律

．

を

講

ず

る

と

と

も

に

、

こ

れ

に

必

要

こ

た

も

の

で

、

本

部

員

に

は

官

房

長

、

せ
ん
定
す
る
。
ぷ
苗
で
は
摘
心
程
度
と
の
情
況
は
生
産
牛
の
減
少
応
と
も
な
っ

0

家
畜
伝
染
病
予
防
法
の
一
部
を
改
い
生
鮮
食
料
品
価
格
安
定
対
策
特
別
な
予
算
措
置
も
講
ず
べ
き
だ
と
強
調
．
技
術
審
議
官
、
関
係
局
長
の
長
（
農

て

了

牛

も

割

高

陀

な

っ

て

ぎ

た

よ

う

て

正

ナ

る

法

律

調

査

団

（

東

京

市

場

1
主

査

、

川

野

：

し

て

い

る

。

迂

介

経

済

局

統

計

調

査

部

長

を

含

む

）

す
る
e

喜

喜

乾

燥

が

続

く

と

灌

水

が

必

要

す

が

、

さ

だ

ま

だ

肥

育

而

で

見

省

力

0

喪
業
災
害
補
償
法
及
び
農
業
共
済
軍
任
東
京
大
学
教
授
）
は
五
月
二
十
・
な
お
、
大
阪
地
区
に
つ
い
て
は
別
お
よ
び
官
房
参
事
官
を
あ
て
る
こ
と

化
忙
よ
っ
て
生
氾
費
を
下
げ
れ
ば
畜
産
基
金
生
の
一
部
を
改
正
す
る
法
．
四
日
、
農
林
省
三
番
町
分
庁
舎
で
と
．
途
報
告
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
に
な
っ
て
い
る
。

で
あ
る
。

◎

苗

の

価

格

に

つ

い

て

の

伸

び

ろ

余

地

も

あ

る

と

お

も

い

古

ナ

。

律

ー

れ

ま

で

の

調

査

結

果

を

ま

と

め

、

農

．

価
格
は
未
定
て
す
が
『
お
そ
ら
く
苗
一
今
度
け
八
月
二
十
七
日
導
入
実
施
を
行
，

0

農
村
地
域
エ
茨
導
入
促
進
法
，
林
大
臣
に
報
告
書
を
提
出
し
た
。
ぃ

晨

羞

｝ゞ
ふ
／
＇

<

fヽー

り

＼
 

i

ー，

＼
 

¥・・ 



ー

I 
＼
 

，
 

〈／～

と
《
℃
も
あ
る
。

II

円
の
安
売
り
11
を
ゃ
．

・
め
よ
う
と
い
う
の
だ
か
ら
当
た
り
前
の
[

か
り
匠
い
ま
ま
で
乗
用
車
を
~

」
話
だ
が
、

三

十

六

万

円

で

ア

メ

リ

カ

に

売

っ

て

い

[

戦

争

た

日

本

と

の

マ

ル

ク

の

再

燃

で

、

円

げ

問

：

た

と

す

る

と

、

披

ら

は

千

ド

ル

払

え

ば

i

の
価
値
が
上
っ
て
、
世
界
に
米
ド
ル

題

が

現

の

問

題

と

し

て

、

に

わ

か

に

：

す

ん

だ

。

：

が

人

気

を

失

っ

て

い

る

の

は

、

皮

肉

な

ク
ロ
ー
・
ス
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。
円
が
：
と
こ
る
が
、
一
ド
ル
：
•
三
四

0
円
に
な
二
現
象
で
あ
る
。

~
戦
後
米
ド
ル
忙
対
す
る
円
の
交
換
比
．

ら
れ
た
ら
、
，
ど
う
な
る
の
か
ー
。
：
る
と
、
三
十
六
万
円
を
支
払
う
に
は
、

切
上
げ

前
回
、
円
の
切
上
げ
と
は
、
実
力
に
・
千
宜
十
九
ド
ル
必
要
と
い
う
こ
と
に
な
率
は
、
一
ド
ル
が
三
百
六
十
円
と
な
っ
．

こ
こ
忙
・
た
が

r

時
陀
は
外
貨
不
足
な
ど
で
実
質
[

i

ふ
さ
わ
し
ぐ
円
の
対
外
的
値
打
ち
を
高
る
。
つ

い
ま
日

E
百
円
だ
な
ど
と
評
価
さ
れ
た
こ
と
も
[

6

め

る

こ

と

だ

、

と

述

べ

た

。

そ

れ

は

こ

ま

り

、

役

立

つ

う

い

う

こ

と

だ

。

た

と

え

ば

、

い

ま

の

．

輸

出

品

本

の

産

3

あ
っ
た
が
、
最
近
の
よ
う
に
外
貨
を
六
[

千
億
ド
ル
以
上
も
持
つ
よ
う
忙
な
る
と

i

9

ー
ド
ル
：
・
・
三
六

0
円

の

乎

河

が

、

三

四

．

は

あ

ま

珈

巴

価

上

業

界

が

。こ
ぞ
っ
日
木
に
対
し
て
円
の
切
り
上
げ
を
迫
る

0
円
に
な
っ
た
と
す
る
。
と
す
れ
ば
、
＂
り
売
れ

い

ま

ま

で

、

ア

メ

リ

カ

か

ら

一

ド

ル

の

如

く

く

見

ハ

抑

芦

詞

て

円

切

囀

国

が

多

く

た

っ

て

含

た

。

下
着
を
買
り
の
妬
三
六

0
銭

払

わ

な

け

．

な

る

わ

り

上

げ

．

し

か

も

、

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

で

は

西

独

の

・

に
反
対
マ
ル
ク
の
価
値
が
上
っ
て
、
異
常
た
マ
．

\
＿
＿
_
＿
-
〗
》
〗
〗
0
[
[
[
〗
〗
[
〗
る
理
由
が
あ
る
。
だ
か
ら
木
川
ル
ク
投
機
を
生
み
、
為
替
市
場
が
混
乱

こ
と
に
な
る
。
悔
外
旅
．
田
同
友
会
代
表
幹
事
が
「
円
切
上
げ
に
し
て
、
当
分
の
間
為
替
変
動
制
を
採
用

讐
行
で
も
、
千
ド
ル
手
に
[
憚
ぇ
て
主
体
的
に
取
組
む
準
備
を
せ
よ
」
[
：
令
こ
と
忙
し
た
が
ヽ
こ
の
こ
と
が
日

．
と
い
っ
て
も
「
彼
は
輸
入
原
油
忙
た
よ
．
本
の
円
を
切
り
上
げ
る
時
期
を
早
く
し
．

入
れ
る
の
に
、
三
十
六

昂
昂
万
円
払
わ
な
け
れ
ば
な
；
リ
，
、
何
も
輸
出
し
た
い
電
力
会
社
の
社
．
た
と
み
る
見
方
が
多
く
な
っ
た
。

ら
な
か
っ
た
の
が
、
三
」
長
だ
か
ら
、
あ
ん
な
こ
と
が
い
え
る
の
．
酉
す
る
に
、
外
貨
を
こ
れ
以
上
ふ
ゃ

0-

＋

四

万

円

で

す

む

勘

定

サ

」

と

い

う

見

方

も

出

る

。

。

さ

た

い

た

め

、

イ

ン

フ

レ

を

抑

制

す

る

だ

。

だ

か

ら

円

を

切

上

し

か

し

r

円
を
切
上
げ
れ
ば
、
輸
入
た
め
忙
は
、
一
ド
ル
三
百
四
十
円
な
り
．

げ
て
も
、
そ
れ
匠
ど
日
か
ふ
え
る
反
面
、
輸
出
が
伸
悩
み
、
そ
―
―
―
百
百
十
円
忙
切
り
上
げ
る
ぺ
き
で
あ

そ

本

経

済

に

打

撃

が

な

い

；

の

結

果

、

い

ま

急

速

忙

ふ

え

て

い

る

貿

る

と

い

う

の

で

あ

る

。

．

-
＿
＿
＿
＿
＿
た
ら
ば
、
安
い
ま
支
忙
易
収
支
の
黒
字
が
減
る
よ
う
に
動
く
の
万
一
、
切
り
上
げ
忙
な
っ
た
と
し
た

円
を
据
置
い
て
お
く
必
要
は
な
い
こ
と
．
は
確
か
だ
。
ま
た
物
価
上
昇
抑
制
の
効
ら
、
農
業
へ
の
影
御
は
ど
う
た
る
で
あ

に

な

る

。

．

果

も

も

つ

。

も

っ

と

も

、

こ

れ

は

い

つ

、

・

ろ

う

か

：

．．
 

：
。
一
般
停
陀
は
輸
出
が
鈍
[

一
般
的
に
は
輸
入
品
が
安
く
買
え
る
と
ど
の
程
度
、
円
を
切
上
げ
ろ
か
、
ま
た
．
っ
て
、
輸
入
が
ふ
え
る
こ
と
忙
た
る
。

い
う
こ
と
だ
。
日
本
の
輸
入
品
の
殴
ぽ
．
切
上
げ
と
同
時
忙
ど
ん
な
経
済
政
策
を
〗
従
っ
て
、
農
業
の
場
合
、
農
産
物
な
ど
[

七
割
は
、
鉄
鉱
石
や
石
油
な
ど
の
原
材

i

と
る
か
に
。
大
き
く
か
か
っ
て
い
る
。
・
は
｀
今
よ
り
も
安
く
輸
入
さ
れ
る
こ
と

料

だ

か

ら

、

こ

れ

ら

が

安

く

買

え

れ

ば

、

[

(

お

わ

り

）

に

な

り

、

グ

レ

ー

プ

フ

ル

ー

ツ

で

打

撃

[

こ
ん
な
結
構
な
こ
と
は
な
い
。
食
料
品
・
ネ
一
；
を
う
け
る
以
上
忙
、
ツ
ョ
ッ
ク
が
大
き
~

ク

ン

＼

卜

場

一

ダ

vた
る

こ

と

で

あ

る

。

＂

ル

ラ

ラ

ン

ン

相

ロ

ル

[

な
ど
も
輸
入
が
完
全
に
自
由
さ
れ
て
い
．
価

れ
ば
、
安
く
は
い
り
、
物
価
安
定
陀
役

i

り
平
．
円
マ
フ
l
Jボ
ラ
動
ク
ギ
．
現
状
で
も
、
国
内
農
業
を
保
謹
す
る
~

フ
変
7
2

．
立
場
か
ら
輸
入
制
限
し
て
い
る
品
目
が
~
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つ
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ら
忙
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こ
の
安
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入
品
と
．
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し
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由

1
6
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八
一
刀

3
3
5
6
0
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自

5
3

．
有
十
三
も
あ
ろ
が
、
最
近
の
よ
う
に
加
~

~
ト
で

競
争
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
国
産
品
も
・
令

値
下
げ
を
せ
ざ
る
を
え
な
5

か

ら

、

効

：

1

エ

食

品

の

輸

入

が

ふ

え

て

く

る

と

、

制

[

＇
¢
-
限
の
可
否
に
関
係
な
く
及
ぼ
す
影
孵
は
~

]
国

果
は
さ
ら
に
広
が
る
。

し

か

し

、

半

面

、

こ

う

し

た

円

の

値

盃

女

く

な

る

ば

か

り

で

あ

る

。

[

打

ち

が

高

ま

る

こ

と

は

、

日

本

品

を

海

」

士

匠

よ

っ

て

ッ

ョ

ッ

ク

を

う

け

て

い

[

外
に
売
る
場
合
の
値
段
が
高
く
な
る
こ
~
が
、
円
の
切
り
上
げ
に
よ
っ
て
~

日，本

西ドイツ

フランス

イクリア

イギリス

ペルギー

カナダ

スウェーデン

オランダ
,.．.．` • ・ • •テ｀．．．．

る

り
上
げ
と

/／ 

□ 

．

更

に

ち

か

け

ら

れ

な

い

よ

う

」
に
、
今
か
ら
検
討
を
し
て
袋
く
こ

i

：
と
が
急
務
と
い
え
よ
う
。

R のオイ ］レ 故

心 合

？。

口二l

理

エピでタイ………メカニズムの世界で

イルでなくてはなりません。

〔クミアイオイル〕なら安心

すぐれた品質。
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